

























 上述の目的のもと、この研究の本論は六つの章により構成され、第 1 章から第 3 章まで



































































































 第 4章及び第 5章では、ウィンドフォールが生じない状況を仮定していたが、第 6章「保
険負債の測定とウィンドフォールの会計処理」では、ウィンドフォールが生じる場合の、従
来の会計における処理、経済学の考え方による処理及び会計上保険負債を経済価値で測定
するときの処理を検討する。 
ウィンドフォールは、経済学の考え方に基づくと、すべて資本の修正として処理されるが、
会計においては、現在あるいは将来の利益として処理される。すなわち、まず、ウィンドフ
ォールのうち予想と実績の差異については、従来の会計上及び会計上保険負債を経済価値
で測定する場合、当期の利益（純利益）項目とする。つぎに、予想の変化については、従来
の会計上では、それが実績となる時点まで処理しないか、あるいはその他の包括利益（OCI）
項目である予想利得または損失として処理し、会計上保険負債を経済価値で測定する場合
では、その他の包括利益（OCI）項目である期待超過利益として処理することが考えられる。 
前章からの一連の検討により、会計において保険負債を経済価値で測定するときに計上さ
れるその他の包括利益（OCI）項目である期待超過利益は、経済学上と会計学上の資本・所
得（利益）概念の相違を保持しつつ保険負債を経済学上と同様の経済価値で測定するため、
さらには、会計において現在の利益と将来の利益を区分するために用いられるものとして
捉えられる。 
 最後に、本論文の結では、前半と後半の議論を統合し、この研究の結論として、とくに保
険負債の会計処理に焦点を当てて、保険契約の会計処理の三つの類型を示す。すなわち、保
険負債を預り金とみる場合、保険負債を履行義務とみる場合、そして保険負債を保険契約と
いうリスクのある投資を表す勘定とみる場合の処理の三つである。 
まず、保険契約を保険契約者集団からの保険料の預かりとその返済を意味する金融取引
とみて、保険負債を保険契約者集団からの預り金とみる立場では、保険負債は、将来法によ
ると、予想される保険金や労働用役の提供額（諸経費の金額）と保険者の報酬から保険料を
差し引いた金額の現在価値で測定される。保険者の報酬は、預り金のうち保険契約者集団に
返済されないと判断された部分であり、返済差益として捉えられる。損益計算書（包括利益
計算書）では、預り金の返済差益としての保険者の報酬が示される。 
 つぎに、保険契約を保険者が保険契約者の有する不確実性（リスク）を引き受けるという
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サービス取引とみて、保険負債を保険者が当該サービスを提供する履行義務として捉える
場合、保険負債は、予想される保険金の支払額や労働用役の提供額（諸経費の金額）の現在
価値で測定される。また、保険者は保険契約者から保険料を受領する権利を獲得し、この権
利は保険資産として計上される。保険資産と保険負債の測定値の相違は、保険契約に関する
期待利益であり、期待利益は、その他の包括利益（OCI）の項目として計上され、サービス
提供時に利益（純利益）に振り替えられる。損益計算書（包括利益計算書）では、サービス
の提供により保険者が稼得する成果が収益として、保険者が負う犠牲が費用として表示さ
れる。 
 また、保険契約を一つの投資とみて、保険負債を保険契約というリスクのある投資として
捉える場合、保険負債は、保険契約という投資の保険者にとっての経済価値（主観価値）に
より測定される。経済価値は、予想される保険金や労働用役の提供額（諸経費の金額）から
保険料を差し引き、そこに正常利益を加味した金額の現在価値である。超過利益の現在価値
は、その他の包括利益（OCI）に期待超過利益という項目で計上される。契約期間の各期末
には、当期に保険契約という投資を行ったことに対する報酬を損益計算書（包括利益計算書）
で利益（純利益）として表示するため、正常利益が保険負債から、超過利益が期待超過利益
から利益（純利益）に振り替えられる。 
 さらに、ウィンドフォールが生じる場合、予想と実績の差異については、どの類型におい
ても、当期の利益（純利益）項目として処理する。予想の変化については、保険負債を預り
金とみて償却収入で測定する場合には特段の処理を行わないが、借換収入で測定する場合
にはその他の包括利益（OCI）項目の予想利得または損失を計上し、保険負債を履行義務と
みる場合はその他の包括利益（OCI）項目の期待利益を、保険負債をリスクのある投資を表
す勘定とみる場合はその他の包括利益（OCI）項目の期待超過利益を増減させることが考え
られる。 
 このように、本論文では、一般の投資家を保護するため、保険者が財政状態及び経営成績
を適切に表示することができるように、保険契約の経済的実態を反映した会計処理を、とく
に保険負債の会計処理を中心として検討し、結論として、保険契約の経済的実態の捉え方と
これを反映した会計処理についての三つの類型を示した。 
